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魚津採種園における

種子の生産状況と苗木の健全性

造林銀八 川 久

1 .は じめ に

最近，魚i傘1.唖圃で生産されるスギの植子についていろいろなご意見を聞きます。 多く は，
種子の質が畦下しているのではないかという睦聞です。このことを考えるためt 今回は1 祖子

生産を行っている魚主主採種田町成立ちゃ現況と，生産された鏡子で実際に百本生磁をしている

状担を報告Lます。

2.林木育種事業のあらまし

県で行うスギの瞳子やさし木町生産などは 「林木育檀事聾Jによって事換化されています.

この事業は 森林の遺伝的素質の改善・林業の生産性的向上 森林の公益的機能町高度発揮を

目的に進められています。戦後の木材需要町増加に対処するにあたり林木町遺伝的棄質的向上

を図るため!昭和29年度に林野庁が 「精英樹(形質良好なもの)選抜による育種計画J を策定

し，富山県においては昭和田年度に優良なスギを量控Lて名実共に開始しました。

当初は魚津市 砺世市 ・八尾町 。立山町に県の揮檀園を造成して苗木の供給を曲めました.

L;;、L.

① タテヤマスギきし徳町尭根率が害、(，苗木需要に対処できな くなったこと

②さし木では品種が阻られるため，環境条件の型化によっては苗木に大きな被害の心配があ

ること
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等町問題の解決が困難となり ニれらの採健闘のうら f.f.l.i:tt市町分について保雄闘に転換する

こととなりました。

3 魚津採種園について

県の採櫨囲は魚津市石垣にあります.造成は昭和44年~昨年仁かけて行われました。据砲聞

の時よりも面械が樽えて， 現在は 7haあります。

造成する時は 採値段l内』こ値載するスギを穏で泊やLます。穏で増やすと，元の木と IliJじ形

質を持つスギができます。このように， 同じ形質のものを「クロ 〆J とu、います。 これでス

ギの品被管理が門市になります。探悼聞での生産時は11クロー〆でLたが，保祖国造成完了時

には58クローン 約10仮畑本が植殺されました。魚命保徳固には鞘英樹クローン等の曾に強い

スギが導入 植滅されています。この10.C陀3本町スギが 「採撞木」 とν、うわけです。

w極木は約2.5m間隔で他殺しています。大まかな区聞が散区画 (股定場所地形他殺クロ
ーン町聞係上5区画と Lてぬい)設定されています。 i区画に25クローンt 】クローン世十

本ずつ入れるように設計しています.設計に当たっては乱世衰をmい，同じクローンが醒同士
に来たときはそれを別のものにかえます。 これによって近親交配を防ι多様なクロ-/の吏
配を行うので幅広い性質の種子を生産でき 1 苗木としての植栽後円安全性を確保することがで

きます。

ある程度の大きさになるとこれらのスギから櫨子生置を行います。昭和田年度に話k，の植子

を生産Lて以来，実生苗については常山県内のスギ造林町需要町 100%を賄うための佳子を生

産Lています。服雪地帯である前山県に合うクローンを導入Lているので，他県から苗木を入

れていた昭和4011~代以前と比べると!苗木についての評価も良くなったと思われます。

Lかし，探岨圃においては，祖子探取や，種子探取を特いやすくするための監校羽定を繰り返

すため，探検木が弱ってきま Lた。普通に山地等に櫨殺されている木には行わないような舞理

をかけるのでt 木町弱句が早いのです。

この状世を改善するため，平成元年度より閏の補助によって街津探岨回改良準業を行ってい

ます。この際!より優良なクローンを導入Lて質の強化を行うことも官めて計画 実行されて

います。採岨可能な大ききになれば新Lい探積木からも様子が生産されます。平成6年-7 ~ド

頃の見込みです.

次の項阿で，現在生""きれている瞳子 苗の性質について考えます。

4.種子・稚苗の質について

林業試験場では.flli掌採極闘で生産されている綾子町性質を把握するため。生産者をはじめ

聞係者の協力を得て。 県内誼カ所で商畑町稚菌の耳慣調査を行いました。維苗は，図 lの掛

に分類し。測定は2恥mX加佃の枠町中に入る稚苗について行いました(表ー1loこの表から

形態が直良と血われるもの (①(イ)に相当) あるいは来年の床替え後世良に生育するとEわ

れるもの (①(ロ)に相当)は全体の的81%あることが分かります。苗高については，各地の
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形質

生産省 測 定
?骨号 館所数

4ケ所

2 2ケ所

3 3ケ所

4 2ケ所

5 3ケ所

6 3ケ所

7 4ケ所

8 3ケ所

9 5ケ所

合計

29ケ所

表 Wii同開査結果 (i番組) 立山スギ

{制定区画の大き さは20cmx 2Ocm) 

f格荷 得摘 せ ず

①イ ①ロ ②イ @ロ ②校ハ ③ ④ drrb E24j l)本数が特
伎E長り 続銀句 技生録" -15に 定方向 虫など

平成3年9月調査

頃(1)17川〉明制り得i't'i*
合x8U%

大 小 なし 枝が出 t二伸び の食跡 @X2?5 箇p訴訟 @@  df持菌本怨
る る 小'↑ x申の%

37本 174本 31本 本 本 本
242 1.512.5本 g 7師6

87.2% 12.8% 1，059本

国 23 l 
臣 I‘025 本 g 79% 

蝿 8% 1.2% 810本

16 1 " 1 9 
144 1.2田本 g 日%

62，5% 37.5% 曲。本

15 34 9 
725 本 ⑥ ① 

68% 
割問6 15.5% 

58 493本

39 63 17 
120 1.0叩本 g 68% 

田 01ゆ 15.0% 6副本

日 144 8 1 2 1 
104 866.7本 g 72% 

90咽4% 9.6% 624;;ド

19 106 28 
153 9出‘3本 g 日%

81.7% 18.3% 622本

133 32 35 却 8 
1.991.7本 g 55% 

69，0% 31.0% 
239 I咽095本

77 105 27 
209 1.045 本 g 70% 

87.1% 12.9% 732本

444 1 6日 国11 33 1 8 1 10 1. 351 全体平均刊!Y:J g 65% 1.0剖 252 1.351 1.165本
81.3% 18.7% 100% 757本

⑥①について 形質σ妊の>ll日についてl開削柑喧x1の玖刊についてf早稲なしとみなれ
このうち，生長適正なもの曲% 生長不適ilなもの四%1として 仰に宮同本した。

苗姐醐査では詳L<測定していませんが，林業試験場内の苗畑でも同柿の形質別査を行い，併
せて苗高調査を行いましたので この制定結果を欝考にして ①に詰当したうちの約曲%が適

正に生長Lたと見なすと 今回の醐査の稚苗全体のうち釣65%が良昨な苗木になると考えられ

ます。4月下旬に捕極をすれば， 9月中旬時で7師 -15<m程度の商高が目安と考えられます。

今回の苗畑調査から 少なく とも平成3年度播極的種子の質・播掴床の状躍についてはと も

に良野であったと考えられます。現在町偽津採檀固から生産される綾子は少なくとも上記のよ

うな問題は小さいと考えられます。 保檀園町改良を今後とも行うニとで。極干の曹は特に心配

することはないと見られます。

なお， 林業試験場町苗畑で調査したと ころ，密度の低い稚苗 {的350本Im~ の方が， 密度町

商い権苗(約l以)()本1m勺よりも器置は良かったです。稚苗の存i'li:管理的考え方としては.5田

本1m'(帽を見て400-曲O本1mろが目安になります。
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① 校張り大 (イ) 枝張り小 (ロ}

②枝張"なLIイ) 一方向み枝が出る (ロ) 特定方向に校が伸びる (ハ)

笠 r 
③ (イ) 虫などの食跡 (ロ)

----¥¥、

合計本散

口+口+ロ 口但L 待問問…
図-1 椎苗の分鎖方法

5.終わりに

岨子の置については特に七配することはあ句ませんが，車陪に苗木を育てる苗畑については，

最近土が鎖せるという問題が場えていると考えられます。容易に解決できるとは考えにくいで

すが。各生産者の実状に合わせて少しでも改良を行っていただくことや，菖畑町土地の使用方

法等を検討していただきたいと思います。
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